
愛媛大分交流市町村　コラボ企画

Vol. ７- 佐伯市編

　愛媛県側９つの自治体と大分県側９つの自治体で新たな経済圏域の循環などを目的に相
互交流を図っており、その一環として、お互いの広報誌の相互掲載を行っています。
　次回は「臼杵市」です。海の向こうに目を向けてみましょう。

まちのアルバムKihokuʼs Tpicks

　４月22日、東京オリンピック2020聖火リレーが開催
され、鬼北町役場前から道の駅森の三角ぼうしまで６
人のランナーが聖火をつなぎました。
　鬼北町の公募・推薦ランナーは、河添千秋さん＝成
藤＝、都能明莉さん＝芝＝の２人。第１走者を河添さ
んが、アンカーを都能さんが務めました。各ランナーは、
聖火が灯るトーチを掲げ、沿道にかけつけたたくさん
の人に笑顔で手を振りながら力強く走りました。また、
スポンサー企業による個性豊かな車がランナーととも
に走り、沿道では、旗やタオルなどオリンピックグッ
ズの配付も行われ、リレーを盛り上げていました。
　河添千秋さんは、「暗いニュースが続く中、周りの
人に笑顔を届けることができて良かった」とにっこり。
都能明莉さんは「皆さんに笑顔を届けることができた。
多くの人に応援していただき、とても光栄に思う」と
話していました。

　４月10日、鬼北町農業公社で「鬼北おてがる農業
倶楽部開講式」が開催されました。
　収穫の喜びや農業の知識を学ぼうと家族連れな
ど21人が参加。昨年度から続けて参加している方や
初参加の方もおられ、昨年度よりも参加者は増えま
した。職員から施設の説明などを聞いた参加者たち
は、指導を受けながら、さっそく野菜の植え付けを
体験。大きく成長することを願うようにミニトマト
やきゅうりの苗などを丁寧に植えていました。

　４月12日、北宇和病院で医療従事者に対する新型
コロナウイルスのワクチン接種が行われました。
　使用されたワクチンは、アメリカの製薬大手ファ
イザーから供給を受けたもので、町内でワクチン接
種が行われたのはこの日が初めてです。町内ではこ
の後、65歳以上の住民を対象に、４月30日から高齢
者施設の入所者に対するワクチン接種、５月10日か
らは大野内科医院、篠原医院、日吉診療所で個別接
種が開始されました。

笑顔でつないだ希望の光
◎東京オリンピック2020聖火リレー

野菜の成長を楽しく学ぶ
◎鬼北おてがる農業倶楽部　開講式

町内でワクチン接種始まる
◎新型コロナウイルスワクチン接種

聖火ランナーが聖火をつなぐトーチキス

笑顔で聖火を掲げる河添千秋さん（写真上）と都能明莉さん（写真下）
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